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検証実験のコンセプトと方法 [3,4]
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熱回収型太陽電池の原理 [1]研究の概要

結論 参考文献

検証実験と結果 [4]

熱回収型太陽電池の原理検証：
太陽電池のゼーベック効果確認

熱回収型太陽電池の構造 熱回収型太陽電池のエネルギーバンド図

構造： 電極（室温）と光吸収体（高温）の間に、取り出せる電荷
のエネルギーを選択するエネルギー選択層(ESC)を有する
効果： 光起電力に加え、吸収体が高温になるとエネルギー選択
層(ESC)の熱起電力により電圧が上昇 （熱起電力が吸収体内
部の電圧減少を凌駕する）

タイプ０（温度勾配をもつ通常の太陽電池）による実験の原理

加熱板
(T+dT>25℃)

冷却板
(T=25℃)

I-V測定

加熱板
(T+dT>25℃)

冷却板
(TC=25℃)

I-V測定

太陽光 太陽光

低温側キャリア取り出しでの開放電圧の温度係数（dVoc/dT|cold）と高
温側キャリア取り出しの開放電圧の温度係数（dVoc/dT|hot）の差分か
らゼーベック効果の影響を抽出する。
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結晶シリコン太陽電池(両面受光型[5])を用いてタイプ０の検証用
デバイスを作成し、低温側(=室温に固定)と高温側での開放電圧の
温度係数測定を実施した。さらに、面内抵抗の影響を排除するた
め照度を下げた実験や詳細な理論解析を合わせて行い、太陽電
池のゼーベック効果を評価した。

結果） どの照度においても、高温側キャリア取り出しの負の温度係数に
対し、低温側キャリア取り出しの温度係数がほぼ消失していることを確認。
より詳細な理論解析と突き合わせ、太陽電池のゼーベック効果による温度
係数の向上が見えていることを確認した。

• 高温時に変換効率が向上する正の温度特性（通常と
は逆の特性）を持つ「熱回収型太陽電池」を理論提案
している（タイプI＝ワイドギャップ半導体利用[1]、タイ
プII＝熱電変換素子利用[2])。

• タイプIは、これまで理論提案にとどまっていた。熱回収
型タイプIの動作原理を検証するため、開放電圧の正
の温度係数をもたらす太陽電池の熱起電力効果（ゼ
ーベック効果）を実験的に評価した[3,4]。

•熱回収型太陽電池の動作原理を確認するための検

証実験を進めた。タイプ０の検証用デバイスを作成し、

開放電圧の温度係数測定を行い、詳細な理論解析

と突き合わせることで「熱回収型太陽電池における

ゼーベック効果」を確認した。

•「従来型太陽電池の負の温度係数は光吸収体自身

のゼーベック効果で相殺可能」であることを確認した。
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